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 本論は、中国古典詩における植物描写の分析を通じて、詩語と詩人の心との関係につい

て述べるものである。植物詞を追っていくと、言葉そのものに運命があるように感じられ

ることがある。これは、その時代の人々が持つ精神のありように由来するものであろう。

このことは本論第一部の研究で特に強く感じたことである。言葉は人の精神の成長と共に

豐かになり、また言葉によって人の精神は開発される。このことは、本論の第二部で特に

強く感じたことである。人の精神は、言葉の中に強く生き続ける。このことは、本論の第

三部で特に強く感じたことである。 
 中国文学における植物詞を研究するに当たって、まず『詩經』から唐末までの、全ての

花の咲く草と木を集めて時代を追って分析した。その時の研究は概貌を扱うものであった

が、この千数百年間にわたる花木花草についての全体的なイメージをつかむことができた。 
 その研究を終えたとき、個々の植物について研究してみたいと思った。定型的な詠法の

中に消えていった植物もあった。ある時代だけに愛された植物もあった。特別な詩人に会

って意味を与えられた植物もあった。花木花草のそれぞれが個性的であった。種々の植物

について調べてみたが、本論で主に取り上げたハスの花は、複雑な言葉と性質を持ち、様々

な面を見せて、とりわけ魅力的な植物であった。 
 第一部「ハスの花を表す五種の詩語」では、ハスの花という言葉が「芙蓉」「蓮花」「荷

花」「藕花」「･ 萏」と、なぜ五つもあるのだろうか、という疑問から出発して、言葉にも
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運命というものがあるという感慨を覚え、さらに、言葉が人にとって持つ意味を探った。 
たとえば「蓮花」という言葉は漢代から詩の中に見られるようになった詩語で、漢代で

はごく普通に使われ、こののち詩語として多用されるようになる可能性も予測させる言葉

であった。しかし、南北朝の初期、仏典が中国語に翻訳されたとき、インド仏教の中で尊

崇されていたハスの花は「蓮花」と翻訳され、重要な仏典が「妙法蓮華経」と訳された。

唐代にはいると「蓮花」という言葉にはどうしようもなく仏教のイメージがつきまとう。

ハスを女性にたとえたり、普通のハス池の風景を描写したりするときにはそのイメージが

邪魔をするのである。仏教に出会ったことが、「蓮花」という言葉の意味を大きく変えた。 
またたとえば「荷花」という語はほとんど風景しか表さない。この語は『詩經』に一度

現れて以来、長い間姿を消していた。その間に「芙蓉」や「蓮花」という語が使われるよ

うになった。もしも「芙蓉」や「蓮花」という語がなかったら、そのうち「荷花の簪」と

か「荷花池」などの言葉が生まれたのかもしれない。しかし、そうした用法ができる余地

はすでになく、「荷花」はもっぱら風景描写を担う言葉となったのである。 
ハスの花を表す五つの詩語は、同じ作品に同じような意味で使われることもあるが、ま

た時として、まるで異なる植物を表す言葉のように個性があるのであった。 
翻って考えてみれば、それはこの五つの言葉に独立して与えられた運命や個性ではなく、

これらの言葉が通り抜けてきた時代に生きていた人々の精神の総体に由来するものである。

その時代に仏教に心を寄せる人々がいた、あるいは遠くの恋人を思って悲しみに沈んでい

る女性がいた。そうした一人一人の思いの総体が言葉に個性を与えるのである。 
第二部では、美意識と描写表現の変遷という主題を決めて時系列に植物詞を追った。第

一章ではしだいに衰微の美に目覚めていく詩人の心を追う。美しいハスの花は呪術的な力

を持つ瑞物として描かれていたが、貴族文化が成熟して行くにつれて、その枯れ衰えた姿

に惹かれる衰荷の流れが生まれた。一方でハスの花は詩の中でしばしば美人の形容にも使

われてきた。中唐張籍の「江清露白芙蓉死（江清く露白くして芙蓉死す）」の句は新しい美

意識を生んだ。美しい娘が美しいままに死んでいく、六朝の終焉に起こった事件を素材に

したこの句は、当時の評判を呼び、多くの佳句を生んだ。それまでも芙蓉を美人にたとえ、

その衰微する姿を詠ずる作品はあった。しかしこの言葉がそういう作品の中に拡散してい

た美意識を一つの焦点に凝縮させて、明らかな観念として提示したのである。「芙蓉死す」

という詩語がなければ、人々はそのような観念に気づかないまま過ごしたことだろう。一

人の詩人の言葉によって多くの人々が新たな美意識を獲得したのであった。 
第二章「桜桃と朝廷」では、特に盛唐から中唐への移行期に焦点を当て、桜桃詞による

描写表現を考察することによって、詩人と朝廷との関わりがこの時代における文学の転換

の一つの要因となったことを述べた。桜桃の題詠詩を時代順に並べてみると、盛唐では朝

廷が時代の精神の支柱であり、作品には朝廷への尊崇の念が強く現れている様子が見られ
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る。ところが、おそらくは安史の乱の敗北が契機となったのであろうが、中唐の元和年間

以降には、作品からその様な気持ちが稀薄になってしまうのである。朝廷の求心力は失わ

れ、それまでに詩を作る際に意識的無意識的に守られていた伝統的な決まりや定型的な詠

法からも放たれて、詩人の精神は自由になったようにも、方向を失ったようにも見られる。

確実に言えることは、この時期に描写表現が現実に目を向けた細かなものになり、新しい

詩語が大量に生まれたことである。このことは桜桃についてだけではなく、ハスについて

も言える。盛唐まではハスの花と言えば紅い花がほとんどであったが、中唐以降は白いハ

スの花を好んで描く詩人が現れる。「藕花」という言葉が詩語になったのもこの時期である。

さらに、本論を一九九二年に口頭発表して以来、多くの研究者が多くの言葉について同様

の方法を用いて研究を行い、同じ方向の結論を導いたことで、盛唐から中唐にかけての描

写表現の変化がより確かに証明された。 
第三部は、楽府題「採蓮曲」が各時代に書き継がれていることから、その誕生、発展、

飛躍の様子を追った。 
第一章はその誕生の様子を考察した。「採蓮曲」を初めて書いたのは六朝梁の武帝であっ

たが、その誕生までには、素材となる多くの作品があり、かつ武帝に影響を与えた作品群

があった。武帝の「採蓮曲」は長い歴史の上に書かれたものである。 
第二章は、盛唐李白による「採蓮曲」の三様の解釈を巡って、六朝梁から盛唐の間に書

き継がれた「採蓮曲」を考察した。それによって李白「採蓮曲」の解釈を定め、さらにそ

れが作者自身の憧憬と絶望を表現していることを指摘した。 
第三章は、十九世紀に李白「採蓮曲」がフランスのエルベ・サン・ドニによってはじめ

て欧州に紹介されてから、ドイツのグスタフ・マーラーによって交響曲「大地の歌」に組

み入れられるまでを考察し、マーラーが李白詩に正しく共鳴していることを述べた。 
これら三章を振り返ってみると、「採蓮曲」という楽府題には、夏の陽光、澄んだ水、若

くたおやかな少女たちという、この世の理想とされる美の世界が描かれているのであった。

その理想的な美の世界の表現の仕方は時代によって変わるが、命の喜びにあふれた情景は

いつの時代にも変わることはなかった。マーラーは李白詩を「大地の歌」に組み入れたと

きに、題名を「美について」と変える。彼がそこに美の世界の現出を見たからである。 
 本論で行った全ての研究を通して、現在を生きている人々に次のようなメッセージを送

りたいと思う。人の日々の営み、ハスを採り、笑いあい、恋をする、というように毎日を

生きていくことは、その人の死によってこの世から全て消え去ってしまうのではない。「採

蓮曲」という楽府題の中には、きらめく夏の陽光、豊かな収穫、若い乙女たち、氏族の繁

栄を予感させる恋心などが内包されており、それに感動した人々が書き継いでいくことに

よって、それらは後世に伝えられていった。その感動は文化を超えて現代のヨーロッパに

まで伝えられていった。こうしたことは「採蓮曲」という楽府題に特別に起こった希有な
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例のように見える。しかし、決してそうではないのである。私たちが日常的に使っている

言葉の中には、私たち自身の、そして過去にいた無数の人々の、様々な情景がすり込まれ

ている。私たちが何気なく言葉を口にするとき、意識することはないけれど、私たちはそ

の言葉に内包されている過去の人々の行いや精神としばしば触れ合っているのである。 
 第一部で詩語の研究を行ったとき、詩語に個性や運命があるように見えたとしたら、そ

れはその時代の人々が持つ精神の総体に由来するものである。第二部で詩語の軌跡を追っ

たとき、そこには、その時代における人々の意識の変革が見られたが、言葉はそうした意

識の変革を自らの身に引き受けて変化していくのである。第三部では楽府題が美しい世界

を内に包みながら時代と文化を超えて継承されていく様子を見た。今回の研究は一つ一つ

の植物詞による詩の描写を追っていったものであるが、ここで見ることができた現象は全

ての詩語、全ての言葉に広げることができる可能性を持っていると思う。 
人々の精神は、人々の意図を超えて、言葉の中に包み込まれ、後世に伝えられていくの

である。 


